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WebLogic Integration リリース ノート

BEA WebLogic Integration リ リース  7.0 Service Pack 5
日付 : 2004 年 4 月

このマニュアルの内容は以下のとおりです。

� この リ リースの BEA WebLogic Integration について

� この リ リースの新機能と改良点

� プラ ッ ト フォーム サポートおよびシステム要件

� 関連ソフ ト ウェア

� ベス ト  プラ クテ ィ ス

� 非推奨の機能

� 今回のリ リースで修正された問題

� 確認済みの制限

� インス トール

� 移行

� WebLogic Integration での Oracle XA の使用

リ リース  ノートの更新情報については、 次の URL にある  BEA 製品マニュアル
の Web サイ ト を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html
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このリ リースの 
BEA WebLogic Integration について

WebLogic Integration 7.0 Service Pack 5 (SP5) は、 WebLogic Integration の新しい
サービス パッ クの リ リースです。 WebLogic Platform 7.0 SP5 には製品全体の重
要な変更が含まれますが、 WebLogic Integration の重要な変更は含まれません。
すでにプロダクシ ョ ン環境の WebLogic Integration 7.0 Service Pack 2 または 
WebLogic Integration 7.0 Service Pack 4 でアプリ ケーシ ョ ンを使用している場合
は、 WebLogic Integration 製品のみを考慮する と必ずし も  SP5 にアップグレード
する必要はあ り ません。 WebLogic Integration 7.0 SP5 は、 WebLogic Server 7.0 
SP5 のメンテナンスを適用したい場合など、 特別な理由がある場合には必要とな
り ます。 WebLogic Integration 7.0 SP5 にアップグレードする場合は、 他のサービ
ス  パッ クによるアップグレードの場合と同様、 ユーザ自身が新しいサービス  
パッ クでアプ リ ケーシ ョ ンを十分テス ト してからアップグレードを行う こ と をお

勧めします。

WebLogic Integration 7.0 SP5 は、 企業内のビジネス  システムを統合し、 これら
のシステムを協調的な協定 ( コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト ) の下で ト レー
ディ ング パートナに リ ンクするための機能を提供します。

この機能の基盤となるのは、業界を リードする  J2EE アプリ ケーシ ョ ン  サーバの 
BEA WebLogic Server です。 WebLogic Server は、 ト ランザクシ ョ ン管理、 セ
キュ リ テ ィ、 フォールト  ト レ ランス、 永続性、 ク ラスタ リ ングをサポートする
統合ソ リ ューシ ョ ンの開発に不可欠なインフラス ト ラ クチャを提供します。

WebLogic Integration 7.0 SP5 は、 以下の機能を提供するこ とでエンド  ツー エン
ドのビジネス統合をサポート します。

� Business Process Management。 既存のエンタープラ イズ システム、 ク ロスエ
ンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン、 および意思決定者を統合する複雑な E 
ビジネス プロセスの開発を可能にします。

� Application Integration。 既存のエンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン同士の統
合および新しい E ビジネス  アプリ ケーシ ョ ン との統合を可能にします。 

� B2B Integration。 インターネッ ト上の ト レーディング パートナの連結、 およ
び EDI 環境と  WebLogic Integration の統合を可能にします。
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このリ リースの新機能と改良点
� Data Integration。 アプ リ ケーシ ョ ン間およびインターネッ ト上の ト レーディ
ング パートナ間でさまざまなデータ  フォーマッ トのスムーズな交換を可能
にします。

このリ リースの新機能と改良点

BEA WebLogic Integration 7.0 SP5 では、 確認済みの問題を修正するプログラム
を配布します。 この リ リースには、 新しい機能や拡張などは含まれていません。 

WebLogic Integration 7.0 SP5 には、 電子メール プラグイン、 HTTP プラグイン、
および xFILE プラグインがあらかじめデプロイ されています。 これらのプラグ
インは、 以前は別途入手して WebLogic Integration で使用する こ とができまし
た。 WebLogic Integration のサンプル ド メ イン と、 コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィ
ザードを使用して作成したすべての WebLogic Integration ド メ インには、 これら
のプラグインがあらかじめデプロイ されます。 各プラグインで修正された問題に

ついては、 そのプラグインの リ リース  ノート を参照して ください。 

電子メール プラグインの詳細については、 次の URL にある 『Email plugin 
release notes』 を参照して ください。

http://edocs.bea.com/wlplugins/email/docs71/pdf/relnotes.pdf

HTTP プラグインの詳細については、 次の URL にある 『HTTP plugin release 
notes』 を参照して ください。

http://edocs.bea.com/wlplugins/http/docs71/pdf/relnotes.pdf

xFile プラグインの詳細については、次の URL にある 『xFile plugin release notes』
を参照して ください。

http://edocs.bea.com/wlplugins/xfile/docs71/pdf/relnotes.pdf

また、 WebLogic Integration 7.0 SP5 には RDBMS アダプタが付属しており、
WebLogic Integration 7.0 SP5 のインス トール時に RDBMS アダプタが自動的にイ
ンス トールされます。 
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プラッ ト フォーム サポートおよびシステム
要件

ハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件などの、 プラ ッ ト フォーム  サポートにつ
いては、 以下のサイ トの 「サポー ト対象プラ ッ ト フォーム」 ページを参照して く

ださい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.ht
ml

WebLogic Platform の詳細および WebLogic Integration のインス トールと コン
フ ィ グレーシ ョ ンに関する最新情報については、以下の URL にある 『WebLogic 
Platform 7.0 リ リース ノート 』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/index.h
tml

関連ソフ トウェア

以下の節では、 WebLogic Integration と併用して使用できるソフ ト ウェアについ
て説明します。

BEA WebLogic Integration - Business Connect 
7.0

WebLogic Integration - Business Connect を使用する と、 ト レーディ ング  パートナ
と大量のドキュ メ ン ト を安全に交換できるよ うにな り ます。 WebLogic 
Integration - Business Connect では、 ドキュ メ ン ト を、 スケジュールに従って ト
レーディング パートナ間に送信されるセキュア エンベロープにパッケージ化し
ます。

このコンポーネン ト の詳細については、 URL 
(http://edocs.bea.com/wlibc/docs70/index.html) を参照して ください。
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ベス ト  プラクテ ィ ス
BEA EDI Connect for WebLogic Integration

EDI Connect for WebLogic Integration を使用する と、 EDI から  XML へのドキュ
メ ン ト  マップを定義できます。 また、 ト レーディ ング  パートナとの関係の管理、
および EDI メ ッセージの送受信をするこ とができます。 

EDI Connect for WebLogic Integration は、WebLogic Integration を購入された場合
は別途アドオンの形で入手できます。 EDI Connect for WebLogic Integration は 
Power.Enterprise! と して提供され、 ク ライアン トおよびサーバの両方のコンポー
ネン ト を含みます。 このアドオンは、 評価版と して 「BEA Download Center」 か
らダウンロードできます。 URL は次のとおりです。

http://commerce.bea.com/showallversions.jsp?family=WLI

詳細については、 EDI Connect for WebLogic Integration ソフ ト ウェアに付属のマ
ニュアルを参照して ください。

BEA WebLogic Adapter

この リ リースの時点で、 バージ ョ ン  7.x の BEA WebLogic Adapter はすべて、
WebLogic Integration 7.0 SP5 での使用に関して認定済みです。

ベスト  プラクテ ィス

この節では、 WebLogic Integration コンポーネン トおよび機能に関するベス ト  プ
ラ クテ ィ ス、 および使用法に関する情報を記載します。

� NewSize JVM オプシ ョ ンとパフォーマンス

� BEA_HOME 環境変数の推奨される長さ

� NULL 変数のサポート

� アドレス指定メ ッセージング

� ネス ト されたワークフロー
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� SendXMLToClient を使用したプログラムの呼び出し

� UNIX 環境における  BPM プラグイン

� データベースの初期化

NewSize JVM オプションとパフォーマンス

-XX:NewSize JVM オプシ ョ ンを使用する と、 一部のパフォーマンス  ベンチマー
クが改善します。 詳細については、 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプ
ロイ メ ン ト 』 の 「パフォーマンスのチューニング」 を参照して ください。

BEA_HOME 環境変数の推奨される長さ

BEA_HOME 環境変数の定義を  10 ～ 12 文字の範囲に制限する必要があ り ます。 

NULL 変数のサポート

WebLogic Integration 7.0 は、 startWebLogic スク リプ トの 
wli.bpm.server.evaluator.supportsNull オプシ ョ ンを通じて変数の NULL 
値をサポート します。

このオプシ ョ ンを  true に設定する と、 すべての変数が NULL 値に初期化されま
す。 このオプシ ョ ンを  false に設定する と、 すべての変数がデフォル ト値に初
期化されます。 このオプシ ョ ンのデフォル ト設定は false です。

このオプシ ョ ンの詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカ
スタマイズ』 を参照して ください。
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ベス ト  プラクテ ィ ス
アドレス指定メ ッセージング

アドレス指定メ ッセージングは、 メ ッセージ配信を保証したい場合に使用しま

す。 このオプシ ョ ンの詳細については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 の 「アクシ ョ ンの定義」 にある 「アドレス指定メ ッセージング」 を参照

して ください。

ネスト されたワークフロー

ネス ト されたワークフローは、 ト ランザクシ ョ ン タイムアウ ト になる場合があ
るので、 スケーラビ リ テ ィ分析を行う必要があ り ます。 親が ト ランザクシ ョ ン 
タイムアウ トになる と、 子もすべてタイムアウ ト にな り ます。

SendXMLToClient を使用したプログラムの呼び出

し

cmd.exe などのシェル プログラムへのアクセスを有効化する と、
SecurityManager の機能が無効にな り、 有害ワークフローがク ラ イアン ト  コン
ピュータにアクセスして障害を発生させる恐れがあるため、 注意が必要です。 セ

キュ リテ ィ を悪化させないためには、 ワークフロー実行に必要なプログラムだけ

を厳選するよ うにして ください。

WLPISec.properties には、 次に挙げるよ う な不適格な実行ファ イルの リ ス ト  
(1 行につき  1 項目 ) が入っています。

� cmd.exe

� winword.exe

� mm.exe
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UNIX 環境における BPM プラグイン

プラグイン アーキテクチャでは、 AWT ライブラ リのイ メージ オブジェ ク ト を使
用します。 したがって、 このオブジェク ト を作成するため、 サーバに DISPLAY 
環境変数を設定する必要があ り ます。 このプラグインは、 イ メージ  フ ァ イルを
電信で送 り、 ク ラ イアン トがイ メージ オブジェ ク ト を作成できるよ うにします。

UNIX システムが使用される場合は、 問題が生じます。 プラグインによって、
Xwindow サーバに接続されるため、 ログオフを行う と、 WebLogic Server までダ
ウンするこ とがあ り ます。 これは WebLogic Server を  nohup で起動し、バッ クグ
ラウンド  モードで稼働している場合でも同様です。 したがって、 Xwindow サー
バを必要とするク ラスをプラグインでインスタンス化するこ とは避けて くださ

い。

データベースの初期化

B2B Console で [ インポート ] タブにある  [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ] の [データ
ベースの初期化 ] オプシ ョ ンを  yes に設定する と、 その後 リ ポジ ト リ  データを
インポートする際に、 既存のデータが破棄されます。 [データベースの初期化 ] 
パラ メータを  yes に設定する場合は、 注意が必要です。 この問題は、 CR077846 
で追跡されています。

非推奨の機能

非推奨の機能は、将来のリ リースで製品から完全に削除されます。以下の項目は 
WebLogic Integration 7.0 から非推奨にな り ました。

� B2B XOCP プロ ト コル

� B2B XOCP BPM プラグイン

� B2B cXML プロ ト コル

� B2B ロジッ ク  プラグイン

� B2B Messaging API
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非推奨の機能
� B2B ト レーディ ング パートナの zeroweight ク ラ イアン ト

� Swing ベース  BPM Worklist ク ラ イアン ト

以下の表は、 非推奨の機能の代替機能をま とめたものです。

さ らに、 い くつかのサンプルが、 非推奨の機能 (XOCP プロ ト コルなど ) を使用
しています。 これに該当する以下のサンプルは、 WebLogic Integration 7.0 のリ
リースをもって非推奨にな り ました。

� B2B Mailboxes ( サンプル )

� B2B File Synchronization Client ( サンプル )

� B2B Browser ク ラ イアン ト  タグ ラ イブラ リ  ( サンプル )

WebLogic Integration 7.0 SP4 では、以下の非推奨サンプルがサンプル起動ページ
から削除されました。

非推奨の機能 代替機能 

XOCP プロ ト コル ebXML または RosettaNet

XOCP BPM プラグイン

cXML プロ ト コル

B2B ロジッ ク  プラグイン 同等の機能はあ り ません。

Messaging API ebXML JMS インタフェースまたは BPM ワー
クフロー

ト レーディング パートナの 
zeroweight ク ラ イアン ト

Portlet および HTML ベースの Zeroweight ト
レーディング パートナ ク ラ イアン ト を使用す
る  JSP タグ  ラ イブラ リが、 今後の リ リースで
提供される予定です。

Swing ベース  BPM Worklist ク ラ
イアン ト

JSP ベース  Worklist ク ラ イアン トが WebLogic 
Integration SP5 リ リースで提供されています。

注意 : 非推奨になるのは、 現行では Java 
Swing ユーザ インタフェースのみで
す。 Worklist API は、 非推奨になって
いません。
WebLogic Integration リ リース  ノー ト 9



� Hello Partner

� Channel Master

� Messaging API

� Trading Partner Zeroweight Client

今回のリリースで修正された問題

以下の表は、 BEA WebLogic Integration 7.0 SP5 で修正された問題の抜粋を、 問
題の CR (変更要求 ) 番号と共に一覧にしたものです。BEA WebLogic Integration 
7.0 SP5 で修正された問題の全リ ス トが必要な場合は、BEA カスタマ サポートに
お問い合わせください。

表 1.  BEA WebLogic Integration 7.0 SP5 で修正された問題

変更要求

番号

説明

CR081139 テンプレー トのインポー ト、 アクテ ィブ化、 および非アクテ ィブ化のため

の API が下位ワークフロー参照を解決しない。 この問題は、 この リ リース
で修正済み。 

CR090584 NullPointerException による ク ラス タ起動後、 リモートの管理対象サーバ上
にサンプル DBMS アダプタ用の新しいアプ リケーシ ョ ン ビューを作成でき
ない。 この問題は、 この リ リースで修正済み。  

CR093787 wlpi-mdb-ejb.jar の ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子で、 メ ソ ッ ド  
パーミ ッシ ョ ンおよびコンテナ ト ランザクシ ョ ンの下に TimeListener-0 か
ら  TimeListener-4 のエン ト リがない。 この問題の修正では、 これらのエン
ト リがデプロイ メ ン ト記述子に組み込まれる。 

CR096232 リモー トの管理対象サーバからアプ リケーシ ョ ン  ビューを作成する場合、
JEvent Router の URL が誤ったサーバを指す。 この問題は、 この リ リースで
修正済み。 
10 WebLogic Integration リ リース ノー ト



今回のリ リースで修正された問題
CR098538 JSP Worklist の [Send XML to Client Message] ボッ クスが正し く機能しない。
ボッ クスのタ イ トルは表示されるが、 ボタンがない。 この問題は、 この リ

リースで修正済み。 

CR102326 管理サーバから管理対象サーバにユーザとグループが取得されない。 この

問題によ り、 ク ラスタ化されたサーバでは WebLogic Workshop Studio で作
成したユーザが失われる。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR102943 Business Process Management SF セッシ ョ ン  Bean は 
remove-during-transaction フラグを使用しない。 この問題は、 この リ
リースで修正済み。 

CR103297 WebLogic Integration によって送信されたメ ッセージに対して XML メ ッ
セージ セレク タを使用できない。 この問題の修正では、
jms/XMLMessageType とい う新しいブール型環境変数を追加し、 BPM 
NotifierBean から  String ペイロードによって メ ッセージを送信する場合
に、 TextMessage を使用するか、 または XMLMessage を使用するかを指定
する。 この変数を  true に設定する と、 BPM から送信されたメ ッセージの
タイプは weblogic.jms.extensions.XMLMessage とな り、 false に設
定する と、 メ ッセージのタイプは javax.jms.TextMessage にな り ます。
デフォル ト値は false です。

CR106009 BPM Command Line Administration Tool を使用してワークフローのインスタ
ンスを削除しよ う とする と、 そのワークフローのインスタンスが完了して

いない場合は NULL ポインタ例外でエラーになる。 この問題は、 この リ
リースで修正済み。

CR106050 FTP サービスのユーザ /パスワードで変数を使用できるよ うにする拡張要求
があった。 この問題の修正では、 変数を使用するかど うかを指定する

チェ ッ ク  ボッ ク スが組み込まれる。 チェ ッ ク  ボッ クスをオンにする と、
ユーザ名とパスワードのテキス ト  ボッ クスの横に式のボッ ク スが表示され
る。 チェ ッ ク  ボッ ク スをオフにする と、 テキス ト  ボッ クスのみが表示され
る。

変更要求

番号

説明
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CR106463 メ ッセージが ト ランザクシ ョ ンの外部でデキューされた場合、

EventListenerBean はメ ッセージをキューに転送しない。 この問題の修正で
は、 JMS サブシステム以外によって開始されたセッシ ョ ンで処理された
メ ッセージの転送先キューをユーザが指定できるよ うに、 イベン ト処理を

変更する。 メ ッセージの転送先となるキューの JNDI 名は、 ejb-jar.xml 
デプロイ メ ン ト記述子に、 wlpi-mdb-ejb.jar ファ イルにある  EJB 環境変
数 jms/errorQueue で指定される。 イベン ト  リ スナ MDB のデフォル ト設
定は com.bea.wli.FailedEventQueue。 

CR106463 getTasks() から返されるタス クの一覧に古い情報が示される こ とがある。
この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR107782 bpmadmin ユーテ ィ リ テ ィのインポート / エクスポート機能を、 WebLogic 
Studio のインポート / エクスポート機能と似た動作にするよ うに拡張要求が
あった。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR107861 Worklist.response() を使用して  data 型のオブジェ ク ト をサーバに送信
した場合、 サーバはエラーを返す。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR108352 WebLogic Integration Server Console でデバッグを無効にしても、 標準出力
にデバッグ情報が出力される。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR110566 テンプレー ト定義の実行中インスタンスがある と きにそのテンプレー ト定

義が非アクテ ィブ化された場合、 情報メ ッセージを出力するよ うに拡張要

求があった。 この問題の修正では、 com.bea.wlpi.server.admin.Admin に以下
のメ ソ ッ ド を追加する。

public List getChildInstanceInfo(String instanceID)
       throws RemoteException, WorkflowException)

CR110624 Admin API を使用してテンプレート定義をアクテ ィブ化できない。 この問
題は、 この リ リースで修正済み。 

CR112358 基本日付を使用した DateAdd() 関数が、 ビジネス  カレンダーに従わない。
この問題は、 この リ リースで修正済み。 

変更要求

番号

説明
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今回のリ リースで修正された問題
CR112496 ファ イル起動イベン ト時に、 フ ァ イルの内容だけでな く フ ァ イル名を読め

るよ うにするための拡張要求があった。 この問題の修正では、 ファ イル名

を読めるよ うにするかど うかを指示するチェ ッ ク  ボッ ク ス と、 ファ イル名
を選択するためのド ロ ップダウン  ボッ クスが組み込まれる。 チェ ッ ク  ボッ
クスをオンにする とユーザはファ イル名を読むこ とができる。 この場合、

ファ イル名を保持する文字列をド ロ ップダウン  ボッ クスで選択する必要が
ある。

CR112511 WebLogic Integration データ と依存インスタンスを自動アーカイブできな
い。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR112680 カスタム例外ハンド ラで例外が発生した場合に正し くない例外処理が検出

された。 この問題の修正では、 ワークフローを終了するシステム例外ハン

ド ラを呼び出す。 

CR112905 bpmadmin ツールを使用してワークフロー インスタンスをアーカイブした
場合、 例外が送出される。 この問題の修正では、 有効なワークフロー イン
スタンスを使用してアーカイブを続行し、 失敗したインスタンスをスキッ

プできる よ うにする。 

CR112961 Solaris 上での bpadmin ツールを使用したインポー ト またはエクスポートの
後、 時限イベン トが正し くないビジネス  カレンダーに関連付けられる こ と
がある。 この問題の修正では、 日付の解析を修正した。 

CR112967 有効期限の日付を指定したテンプレート定義と有効期限の日付がない 
TemplateDefinitionInfo オブジェク ト を比較したと きに、 例外が送出される。
この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR112998 RNIF2.0 署名付き メ ッセージのデコードでエラーが発生する。 この問題は、
この リ リースで修正済み。 

CR113084 Format Builder の C 構造体インポートで、 [OK] ボタンをク リ ッ ク後にダイ
アログ ウ ィ ンド ウが閉じない。 この問題は、 この リ リースで修正済み。

CR113097 異なるイベン ト条件を持つ複数の リ スナが存在する場合、 アド レス指定

メ ッセージが失われる。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR113412 bpmadmin ツールでルート要素が null のイベン ト  ノードを含むテンプレー
ト定義を解析する と、 例外が送出される。 この問題は、 この リ リースで修

正済み。  

変更要求

番号

説明
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CR113413 BPMadmin ツールで、 インポート時にテンプレート定義の有効期限の日付
が使用されない。 この問題は、 この リ リースで修正済み。  

CR117176 BPMInit EJB によって実行されるいずれかの初期化タス クが失敗する と、 以
降のステップがスキップされる。 この問題の修正では、

bpm-inti-ejb.jar の ejb-jar.xml デプロイ メ ン ト記述子にフラグを追
加し、 BPMInit EJB によって実行されるいずれかの初期化タスクが失敗した
場合はサーバが起動しないよ うにした。 このフラグは EJB 環境変数 
init/FailureIsFatal で設定する。 このフラグのデフォル ト値は false 
で、 サーバはライセンス  チェ ッ ク  エラーの場合を除いて、 1 つ以上の初期
化タス クが失敗しても起動する。 この値を  true に設定する と、 初期化エ
ラーが発生した場合にはサーバは起動できない。 

CR120058 WebLogic Integration Studio と  BPMadmin ツールのいずれも、 テンプレート
定義アクテ ィブ化プロセスでビジネス  カレンダーへの参照を検証しない。
これによ り、 ワークフローを実行したと きに無効な参照エラーが発生する。

この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR120731 AI プラグインにエンコーディング  リ ス ト がない。 この問題は、 このリ リー
スで修正済み。 

CR121357 ビジネス  プロセス管理ワークフローを使用するプロダクシ ョ ン環境で、 負
荷がかかった状態で 2 ～ 3 日実行後に実行速度が大幅に低下する。この問題
は、 この リ リースで修正済み。 

CR122132 WebLogic Integration Studio を使用して、 開始ノードのプロパテ ィの [ アク
シ ョ ン ] タブで [ ビジネス  オペレーシ ョ ンを実行 ] アクシ ョ ンを更新する
と、 例外が送出される。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR122971 深 くネス ト されたワークフローで StringIndexOutOfBoundsException が送出
される場合がある。 この問題の修正では、 文字列処理ロジッ クを修正した。 

CR123066 RosettaNet メ ッセージの否認防止署名付き メ ッセージ受け取りが署名されて
いない。 これは RosettaNet RNIF 2.0 仕様のセクシ ョ ン  1.2.8.3 にある、 PIP 
仕様で明示的に規定された否認防止の要件に反する。 この問題は、 この リ

リースで修正済み。 

変更要求

番号

説明
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今回のリ リースで修正された問題
CR124653 WebLogic Application Integration で 
_ServletContextidnameBEARDBMSEventRouterwarcontextpathBEARDBMSE
ventRouter_EventRouter.xml ファ イルに誤った値が書き込まれる。 この問題
の修正では、 このファ イルに正しい値を書き込む。 

CR124675 時限イベン ト を再アクテ ィブ化または編集したと きに、 時限イベン トが正

常に実行されない。 この問題の修正では、 時限ロジッ クを修正した。 

CR124736 WebLogic Integration Studio で、 ネス ト されたグループをユーザにマップで
きない。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR124800 コピーした 「XML イベン ト をポス ト 」 アクシ ョ ンをテンプレート定義に保
存する と、 メ ッセージ  ヘッダ  プロパテ ィが保持されない。 この問題は、 こ
の リ リースで修正済み。 

CR125627 US-ASCII 文字セッ ト を使用している  COBOL Copybook をインポート した
と きに、 Format Builder でバイ トが適切にマップされない。 この問題は、 こ
の リ リースで修正済み。 

CR125628 Format Builder に YYMMDD の日付書式をサポートする機能を追加するよ う
に拡張要求があった。 この問題は、 この リ リースで修正済み。

CR125669 負荷がかかった状況のと きに SOMSchema 検証が失敗する。 この問題の修
正では、 フォーマッ タの同期を取り、 数値ファセッ トが適切に設定および

取得されるよ うにした。

CR125760 ビジネス  オペレーシ ョ ンの管理、 使用、 エクスポート 、 インポートで、 ビ
ジネス  オペレーシ ョ ンがアルファベッ ト順に表示されない。 この問題は、
この リ リースで修正済み。

CR126204 WebLogic Integration の初期化が完了する前に、WebLogic Integration にメ ッ
セージが配信される。 この問題の修正では、 weblogic-application.xml 
にフラグ start-mdbs-with-application=false を設定する。

CR126553 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのデプロイ メ ン ト時に SecurityException (無効な
サブジェ ク ト ) が送出される。 この問題の修正では、 初期化の前に、 格納さ
れているサブジェ ク トの有効性をチェッ クするよ うにした。 

変更要求

番号

説明
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CR126902 ネス ト された例外の処理中に問題が発生する。 この問題の修正では、

ResourceException (実際の例外をラ ップしている ) をラ ップして、 ネス ト さ
れた例外にアクセスでき るよ うにした。 

CR127163 B2B は、 SSL ト ンネ リ ングを使用した発信プロキシをサポート していない。
この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR127400 WLI B2B は XA で setAutoCommit を呼び出す。 この問題は、 この リ リー
スで修正済み。 

CR127865 「終了して再試行」 が設定されている場合に、 エラーが発生したノードの再

試行が行われない。 この問題の修正では、 終了例外ハンド ラ と再試行ロ

ジッ クを修正した。 

CR128034 サード  パーテ ィの XML パーサを使用したと きに ClassCastException が送出
される。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR128479 アド レス指定メ ッセージによってワークフローがパラレルではな くシ リ ア

ルな順序で開始する。 この問題の修正では、 メ ッセージがテンプレー トに

よってアドレス指定されている場合のデータベース  ロ ッ クの処理と選択ロ
ジッ クを修正した。 

CR128825 WLI 2.1 で生成された xpath が WLI 7.0 と非互換。 この問題の修正では、
-fixupXPath オプシ ョ ンによって BPMadmin ツールを拡張した。 

CR128915 BPMadmin ツールで、 組織 ID が指定されていない場合にエクスポー トが失
敗する。 この問題の修正では、 エクスポー ト機能に対して未定義の組織 ID 
が指定された場合、 情報を示す例外を送出してエクスポート処理を中止す

るよ うにした。 

CR129455 完了したワークフローにアドレス指定メ ッセージを配信する と、 例外が送

出される。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR132196 サーバを再起動する と きに一部のアプ リ ケーシ ョ ン  ビューが自動デプロイ
できない。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR132472 WebLogic Studio で新しいユーザを作成する際に問題がある。 この問題の修
正では、 管理対象サーバが管理サーバからユーザを取得する方法を修正し

た。 

変更要求

番号

説明
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確認済みの制限
確認済みの制限

この節では、 BEA WebLogic Integration 7.0 SP5 ソフ ト ウェアに関して確認され

ている制限事項について説明します。

変更要求

以下の表では、 正式な変更要求 (CR) に記載されている制限事項を説明していま

す。 推奨される回避策がある場合は併せて記載しています。

CR133386 RDBMS Adapter 7.0 使用時に JCA 接続の問題が断続的に発生する。 この問
題の修正では、 リ ソース例外ハン ド ラのロジッ クを修正した。 

CR133798 [Reschedule] をオンにして、 開始済みの時限ノードを使用する場合、 ワーク
フローの動作を予期できない。 この問題の修正では、 時限ロジッ クを修正

した。

CR134107 BPMadmin ツールでは 1 つのテンプレートに 300 を超えるインスタンスを
アーカイブできない。 この問題は、 この リ リースで修正済み。 

CR134360 タス クを再ルーテ ィングする と スタ ッ クがオーバーフローする こ とがある。

この問題の修正では、 SQL の NULL 値を適切に処理するよ うに再ルーティ
ング ロジッ クを修正し、 無限ループを防ぐチェ ッ クを追加した。 

CR137500 負荷が高いと きに BPM が NULL ポインタ例外を送出する場合がある。 この
問題の修正では、 NULL を含む配列の代わりに NULL を返すよ うにイベン
ト  プロセッサを修正した。 

CR172185 WebLogic Integration ク ラ スタでは、Plug-in Configuration Manager を  1 つの
管理対象サーバにのみデプロイする必要がある。 この問題は、 この リ リー

スで修正済み。

変更要求

番号

説明
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1 CR063709
CR075768

問題点 2 つのピアに対して 1 つのデータベースが使用され、 peer1 のデータベース  
テーブルが peer2 によって上書き された場合 RosettaNet Security サンプルが例
外を送出する。 RosettaNet 2.0 Security サンプルのデフォル ト  データベースを 
PointBase から別の種類に簡単に変更できない。 他の B2B サンプルと異な り、
RosettaNet 2.0 Security サンプルでは、 サンプル ド メ インで使用されるデータ
ベースの切り替えを行う  WebLogic Integration データベース  ウ ィザードの使用
をサポート しない。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 できれば、 異なるピアには異なるデータベースを使う よ うにする。 たとえば、

peer1 では MSSQL を使用し、 peer2 では Oracle を使用する。同一マシンで、 2 
つのピアを稼働させる必要があ り、 どちらのピアも同じデータベース  サーバ
を使う場合、 次の点を順守する。

� MSSQL の場合－ peer1 には WLIDB、 peer2 には WLIDB2 とい う よ うに、
各ピアに対して異なるデータベース名を使用する。

� Oracle の場合－ peer1 には kevin/kevin、 peer2 には nina/nina とい う よ う
に、 各ピアに対して異なる  Oracle ユーザ アカウン ト を使用する。

RunRN2Security コマン ド  ラ インに、 このサンプルに使用する各データベー
スを次のよ うに指定する。 
RunRN2Security database_for_peer1 database_for_peer2

setDBVars および setDBVarsExt ファ イルを編集して、 データベース接続パ
ラ メータを設定または変更する。 setDBVars および setDBVarsExt ファ イル
は次の場所にある。

� SAMPLES_HOME/integration/config/samples/
RN2Security/config/peer1/dbInfo/database_type 
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2 CR076994

問題点 ク ラ スタでは、 管理サーバおよび管理対象サーバの両方に WebLogic 
Integration をインス トールする必要がある。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 WebLogic Integration ユーザは、 管理対象サーバだけでな く管理サーバにも  
WebLogic Integration をインス トールする。

3 CR079611

問題点 Studio の [ルーティング ] ウ ィ ンド ウで新しい WebLogic Server グループを作
成し、 新しい BPM ロールをマッピングしたと きに、 ロールの リ ス トに新しい
ロールが表示されない。

プラッ ト

フォーム

Windows

回避策 Studio をシャ ッ ト ダウンして再起動する と、 新しいロールが表示される。

4 CR081119

問題点 デフォル ト  インス トールには RN-Hub のプロ ト コル定義が含まれる。 しかし、
RosettaNet に対する  RN-Hub サポートは、 サポート されていない。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 なし

5 CR090195

問題点 プラグインをロードまたはアンロード したと き、 そのプラグインを参照しな

い開始済みのワークフローがある と、 開始ノードおよびイベン ト  ノードのイ
ベン ト  リ ス ト が更新されない。 

プラッ ト

フォーム

Windows

回避策 開いているすべてのワークフロー テンプレート を閉じてから、 プラグインの
状態を変更する。
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6 CR091702

問題点 管理対象サーバを起動しよ う とする と、 JVM コアダンプが生成される。 VM 
のク ラ スローダ領域 ( メモ リ ) が不足している。

プラッ ト

フォーム

SPARC Solaris

回避策 これは確認済みの問題であ り、 解決 /回避策と して -XX:MaxPermSize=128m 
を使用する。 
SUN BugID=4761637 および DUP 4707386 の修正が 131_08 にある。

7 CR092283

問題点 既存ド メ インに AI 用の BPM プラグインを作成する際のエラー。 ド メ インの 
config.xml フ ァ イルに既存の BPM プラグインがある場合、 configDomain 
ス ク リプ トが失敗する。

<WLI_HOME>\project\ai\ai_resources.xml:295: Unresolved
module reference encountered: EJBComponent:WLI-BPM Server
in ModuleComponent/BPM_Plugin

このエラーは、 configDomain ス ク リプ トで config.xml に Application 
Integration 用の BPM プラグインのエン ト リ を追加する こ とが原因で発生する。

プラッ ト

フォーム

Windows

回避策 BPM プラグインを作成する ド メ インの config.xml に BPM プラグインがす
でにある場合は、 そのプラグインを選択しない。

8 CR093191

問題点 WebLogic Workshop ユーザが 7.0 SP2 RDBMS アダプタのアプ リ ケーシ ョ ン  
ビュー コン ト ロールを作成できない。

プラッ ト
フォーム

すべて

回避策 BEA カスタマ  サポート までお問い合わせください。
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9 CR093477

問題点 XT を使用した通常の Java ク ラ ス  ビジネス  オペレーシ ョ ンが 
NoClassDefFoundError で失敗する。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 WebLogic Integration サーバ起動スク リプ トは、 サーバ ク ラ スパスに 
wlxtrt.jar を含むよ うに修正が必要 (詳細については、 42 ページの
「wlicommon.jar から削除された XT 実行時クラス」 を参照 )。

10 CR094433

問題点 フェイルオーバのために HTTP プロ ト コルを使用して  JTA および JMS を移行
する場合、 不完全なワークフロー インスタンスが発生するこ とがある。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 t3 プロ ト コルを使用する。

11 CR094470

問題点 config.xml に <StartupClass> または <ShutdownClass> モジュールが記
述されている場合、 configDomain ス ク リプ トによ り、 そのモジュールに 
LoadOrder 属性が追加されるため、 サーバが起動できな くなる。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 config.xml で <ShutdownClass> および <StartupClass> の LoadOrder 
属性エン ト リ を削除してから、 サーバを起動する。

  <ShutdownClass Arguments="mode=TERMINATE"
  LoadOrder="800"
  ClassName="com.bea.b2b.server.Shutdown" Name="WLCShutdown" 
  Targets="myserver"/>
  <StartupClass ClassName="com.bea.lwclient.Startup"
  Name="LwcStartup"
  Targets="myserver"/>
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12 CR095276

問題点 Domain Wizard で生成した EAI、 BPM、 WLI のド メ インでは、 ユーザが独自
の管理サーバ名を指定した場合、 デフォル トの Web アプ リケーシ ョ ン  ディレ
ク ト リ名に myserver が使用される。 これはド メ イン生成時に発生し、 次のエ
ラーによ り管理サーバが起動できない。

<Error> <Management> <141006> <Application
eaiC:Name=DefaultWebApp_<user_specified_name>,
Type=Application not found at <user_domain>\applications\
DefaultWebApp__<user_specified_name>>

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 1. ディ レ ク ト リ名を  applications/DefaultWebApp_myserver から  
applications/ の下の DefaultWebApp_<user_specified_name> に変
更する。

2. config.xml で、 DefaultWebApp_myserver を  
DefaultWebApp_<user_specified_name> に変更する。

13 CR095278

問題点 Application Integration を使用した既存のワークフローがサンプルの DBMS ア
ダプタで動作しない。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 複雑なアプ リケーシ ョ ンでは、 ワークフローに関係するオブジェ ク トすべて

を再度エクスポート し、 再度インポートする。

簡単なアプ リケーシ ョ ンでは、 要求 XML ド キュ メ ン ト を大文字に変更する。
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14 CR096379

問題点 RDBMS レルムを使用する場合、 Domain Wizard で生成される  WLI ド メ イン
の config.xml では、 RDBMSRealm 要素の SchemaProperties 属性が不完全
である。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 “SchemaProperties=” で始まる行の末尾にある  “PERMISSION FROM AC” の
直後に、 スペースを入れずに以下のテキス ト を追加する。

PERMISSION FROM ACLENTRIES WHERE PERMISSION = ?; 
getUser=SELECT USERID, PASSWORD FROM WLSUSER WHERE 
USERID = ?;deleteGroup2=DELETE FROM ACLENTRIES WHERE 
PRINCIPAL = ?;deleteGroup1=DELETE FROM GROUPMEMBER 
WHERE GROUPID = ?;deleteUser1=DELETE FROM ACLENTRIES 
WHERE PRINCIPAL = ?;getAclEntries=SELECT NAME, PRINCIPAL, 
PERMISSION FROM ACLENTRIES WHERE NAME = ? ORDER BY 
PRINCIPAL;getGroupMembersGroups=SELECT GROUPMEMBERID, 
GROUPID FROM GROUPMEMBER WHERE GROUPID = ?;getGroups=SELECT 
GROUPID FROM WLSGROUP ORDER BY GROUPID;getGroup=SELECT 
GROUPID FROM WLSGROUP WHERE GROUPID = ?;getUsers=SELECT 
USERID, PASSWORD FROM WLSUSER ORDER BY USERID"/> 

15 CR112318

問題点 テンプレートから作成された WebLogic Integration ド メ イン  (EAI、 BPM、
WLI) を持つサーバを  WebLogic Server Administration Console でシャ ッ ト ダウ
ンできない。 

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 サーバをシャ ッ ト ダウンするには、 次のいずれかを実行する。

� ド メ インの stopWeblogic ス ク リプ ト を実行してサーバをシャ ッ ト ダウ
ンする。

� シャ ッ ト ダウンの ACL をシステム  ユーザではな く  Administrators グルー
プに変更する。 その後、 WebLogic Server Administration Console を使用し
てサーバをシャ ッ ト ダウンする。
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16 CR119473

問題点 UNIX システムでは、サンプル起動ページの [サンプル アプリ ケーシ ョ ン ] 
メニュー ページにある  [BPM-Workshop サンプル ] リ ンクを選択する と、
ブラウザ エラー (Error 404--Not Found) が発生する。 これは、 ファ イル名の
大文字小文字が区別される こ とが原因である。 [サンプル アプリ ケーシ ョ
ン ] メニュー ページは、 以下の場所に格納されている。

SAMPLES_HOME/integration/config/samples/applications/
DefaultWebApp_myserver/menu.html

プラッ ト

フォーム

UNIX

回避策 次のディレク ト リにある  BpmWlwSampleDesc.html とい う ファ イルの名前を  
BPMWLWSampleDesc.html に変更する。

SAMPLES_HOME/integration/config/samples/applications/
DefaultWebApp_myserver

17 CR134353

問題点 WebLogic Integration ド メ インで XA が有効化されている場合、 ク ラ ッシュ後
のサーバ再起動時に oracle.jdbc.xa.client.OracleXAResource.commit 呼び出しか
ら  oracle.jdbc.xa.OracleXAException が送出される こ とがある。 この例外は害
を及ぼすものではな く、 ク ラ ッシュ発生前、 サーバ ト ランザクシ ョ ン  ログに
コ ミ ッ ト を書き込む前にコ ミ ッ ト された ト ランザクシ ョ ンの回復が試行され

たこ とを示す。 

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 なし

18 CR135215

問題点 B2B アプ リ ケーシ ョ ン使用時にメモ リ不足の問題が発生するこ とがある。

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 次のフラグを使用して  PermSpace を  256m に増やす。
-XX:MaxPermSize=256m

これを両方のピアに対して行う。
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19 135996

問題点 BPM-Workshop 相互運用性サンプルで、 ListenAddress を  localhost に設定する
と、 テス トが失敗して不完全な リ ンクが表示される。 

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 プラ ッ ト フォーム  ド メ インをコンフ ィグレーシ ョ ンする と きに ListenAddress 
を空白のままにする。

20 CR137004

問題点 isNull 属性が true と して取得された場合、 イベン トおよびサービスからの 
XML 応答に不適切な値が含まれる こ とがある。 

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 なし。 これらの値は無視してよい。

21 CR177271

問題点 サーバ起動時に、 HTTP プラグイン用の不正な形式の web.xml から  
SAXParserExceptions に関する情報メ ッセージがサーバ ログに出力される
場合がある。 

プラッ ト

フォーム

すべて

回避策 なし。 これらの値は無視してよい。 害を及ぼすものではない。 これらの例外

による  HTTP プラグイン機能への影響はない。
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クラスタでの Oracle データベースと  WebLogic 
Integration の使用

Oracle データベースが動作している ク ラスタで WebLogic Integration を使用する
場合は、 特定のワークフロー インスタンスに対する同時更新を避けるために、
デプロイ メ ン ト記述子を変更する必要があ り ます。 デプロイ メ ン ト記述子を変更

する と、 WorkflowInstance エンティテ ィ  Bean に影響します。 以下の修正を
行って ください。

� WorkflowInstance Bean の同時実行方法を  Exclusive から  Database に変
更する。 コード  リ ス ト 1 を参照。

� ト ランザクシ ョ ン アイ ソレーシ ョ ンを  TRANSACTION_READ_COMMITTED から  
TRANSACTION_READ_COMMITTED_FOR_UPDATE に変更する。 コード  リ ス ト 2 
を参照。

注意 : 既存の WebLogic Integration ク ラスタ  ド メ インに対してこれらの変更を
行った場合、 この変更を有効にするには、 各管理対象サーバのステージ

ング領域を削除する必要があ り ます。

<BEA_HOME>/weblogic700/integration/lib/wlpi-ejb.jar/META-INF ディ レ
ク ト リにある  weblogic-ejb-jar.xml ファ イルを更新した例を次に示します。

コード  リ ス ト  1   同時実行方法の更新

<weblogic-enterprise-bean>
    <ejb-name>WorkflowInstance</ejb-name>
    <entity-descriptor>
      <entity-cache>
        <max-beans-in-cache>100</max-beans-in-cache>
        <idle-timeout-seconds>600</idle-timeout-seconds>
        <concurrency-strategy>Database</concurrency-strategy>
<cache-between-transactions>False</cache-between-transactions>
      </entity-cache>
26 WebLogic Integration リ リース ノー ト



確認済みの制限
コード  リ ス ト  2   ト ランザクシ ョ ン アイソレーシ ョンの更新

<transaction-isolation>
     <isolation-level>TRANSACTION_READ_COMMITTED_FOR_UPDATE</isolation-level>
     <method>
       <ejb-name>WorkflowInstance</ejb-name>
       <method-name>*</method-name>
     </method>
 </transaction-isolation>

Studio ワークフロー ウィンドウの点滅

Studio の [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ドウでノードのコピーや貼り付けなどのさ
まざまなアクシ ョ ンを実行する と、 ワークフロー ウ ィ ン ドウが点滅します。 こ
れは確認済みの制限事項であ り、 CR090095 に報告されています。 

DB2 オプショ ンは Domain Wizard では提供されな
い

WebLogic Integration では DB2 をサポート していないので、 Domain Wizard 
(wliconfig) で wlidomain、 bpmdomain、 または eaidomain テンプレー ト を使
用してド メ インを作成する場合に、 [データベースの作成 ] および [データベー
スの切り替え ] のオプシ ョ ン と して DB2 は提供されません。 この問題は、
CR082305 に報告されています。 ハード ウェアおよびソフ ト ウェア要件などの、
プラ ッ ト フォーム サポートについては、 以下のサイ トの 「サポート対象プラ ッ

ト フォーム」 ページを参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.ht
ml
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BPM コマンドライン ユーティ リティがハングした
ように見える

BPM コマンド ラ イン ツールがハングしたよ うに見える場合があ り ます。 これは
処理完了までの所要時間が長いこ とが原因です。 ツールはハングしているのでは
な く、 処理を実行中であ り、 処理が終わる と戻り ます。 

ドキュメン トの追加、 変更、 および訂正

この節には、 次の URL にある  BEA ドキュ メ ン ト  Web サイ ト の WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トに対する追加、 変更、 および訂正を記載しています。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html

閉じた環境にアプリケーション ビューをデプロイ
する際に発生する問題の回避策

閉じた環境 (WebLogic Server を実行中のマシンに、 http を介したアクセスがない
環境 ) にアプリ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイする と、 問題が発生します。 システ
ムから  weblogic-ra.xml をアップロードする こ とができないにもかかわらず、
WLAI アップロード  EJB がアップロード された XML の検証を実行し よ う とする
ため、 例外が送出されます。 これを回避するには、 WebLogic Server 
Administration Console を使用して XML レジス ト リに手動で DTD を追加します。
この処理によって、 weblogic-ra.xml をローカルで解決できるよ うにな り ます。

weblogic-ra.xml を  XML レジス ト リに追加するには

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. 左ペインで [サービス｜ XML｜WLPIXML_Registry｜ XML Spec Entries] 
ノードをク リ ッ ク して展開します。

3. 右ペインの [新しい XML Entity Spec Registry Entry のコンフ ィグレーシ ョ ン
] をク リ ッ ク します。
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ドキュ メ ン トの追加、 変更、 および訂正
4. [パブリ ッ ク  ID] フ ィールドに、 -//BEA Systems, Inc.//DTD WebLogic 

7.0.0 Connector//EN と入力します。

5. [ システム ID] フ ィールドに、
http://www.bea.com/servers/wls700/dtd/weblogic700-ra.dtd と入力
します。

6. [ エンティテ ィ  URI] フ ィールドに、 weblogic700-ra.dtd と入力します。

7. [作成 ] をク リ ッ ク します。

8. weblogic.jar ファ イルから次のディ レ ク ト リに weblogic700-ra.dtd を抽
出します。

DOMAIN_HOME/xml/registries/WLPIXML_Registry

DOMAIN_HOME は、 ド メ インのルートへの絶対パスです。

この問題は、 CR093035 に報告されています。

WebLogic Server セキュリティ  ドキュメン トのリ
ンクの変更

『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「キース ト アのコンフ ィグレーシ ョ ン」
にある 「キース ト アの作成およびコンフ ィグレーシ ョ ン手順」 で、 『WebLogic 
Security プログラマーズ ガイ ド』 の 「セキュ リ テ ィの基礎概念」 の リ ンクが無効
にな り ました。 無効になった リ ンクを含むドキュ メ ン トは、 次の URL に掲載さ
れています。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/b2bsecur/keystore.htm

現在、 『WebLogic Security の紹介』 の 「セキュ リ テ ィの基礎概念」 は、 次の 
URL に掲載されています。 

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/secintro/concepts.htm
l

この問題は、 CR102614 に報告されています。
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BPM プラグイン サンプルの説明に対する訂正

該当箇所は、 次の URL にある 『WebLogic Integration BPM プラグイン プログラ
ミ ング ガイ ド』 の 「BPM プラグイン サンプル」 の 「プラグイン  サンプルの実
行」 の記述です。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/devplug/example.htm

記載されている指示を実行する と、 UNIX システムでは次のエラーが発生しま
す。

Exception in thread "main"
java.lang.NoClassDefFoundError:com/bea/wlpi/tour/po/plugin/
StartOrderDriver

手順 4b を次の情報に置き換えてください。

b. UNIX では、 次のコマンドを使用して、 環境と  CLASSPATH 変数を設定し、
StartOrderDriver スク リプ ト を実行します。

$WLI_HOME/setenv.sh
CLASSPATH=
$WL_HOME/lib/weblogic.jar:$WLI_HOME/lib/wlpi-ejb.jar:
 $WLI_HOME/lib/sampleplugin-ejb.jar 
$JAVA_HOME/bin/java -classpath "$CLASSPATH"
 com.bea.wlpi.tour.po.plugin.StartOrderDriver
 t3://localhost:7001 joe password 

この問題は、 CR112459 に報告されています。

Data Integration プラグイン サンプル アプリケー
ションの実行に関する訂正

『Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Integration サン
プル アプリ ケーシ ョ ンの実行」 で 「ステップ 1. Sample Application Launcher の
起動」 にある図 3-1 および図 3-2 が、図 1 および 図 2 に示すよ うに更新されまし
た。 これらの図は次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/diplugin/wlpisamp.htm
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ドキュ メ ン トの追加、 変更、 および訂正
注意 : これらの図は、 以下のよ うに、 サンプル起動ページの左ペインから非推
奨のサンプル (Hello Partner、 Channel Master、 および Messaging API) が
削除され、 タイプ ミ スが修正されました。

図 1図 3-1 「Sample Application Launcher」 への変更

図 2図 3-2 「Data Integration Servlet サンプル ページ」 への変更

『Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイ ド』 の 「WebLogic Integration サン
プル アプリ ケーシ ョ ンの実行」 にある 「EJB サンプルの実行」 で、 コマンド  ラ
インから  EJB サンプルを実行する手順に、 WL_HOME 環境変数の現在の定義を反
映する必要があ り ます。 この手順は、 次の  URL にあ り ます。
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該当箇所は、 「コマンド  ラインから」 の節です。 手順 3 を次の情報に置き換えて
ください。

3. 環境変数 WL_HOME をディ レク ト リのパス名と して設定します。
 こ こには、 WebLogic Server がインス トールされています。 たとえば、 次
のよ うにな り ます。

set WL_HOME=c:\bea\weblogic700\server

この問題は、 CR112455 に報告されています。

テンプレート定義の互換性

WebLogic Integration 7.0 のさまざまな リ リースで作成、使用するテンプレート定
義の互換性表が記載されていません。

表 2 に不足していた情報を示します。 たとえば、 この表の 1 番目の行から、
WebLogic Integration 2.1 SP2 で作成したテンプレー ト定義はすべてのバージ ョ ン
で使用できる こ とがわかり ます。 これに対し、 2 番目の行からは、 WebLogic 
Integration 7.0 GA で作成したテンプレート定義は、WebLogic Integration 2.1 SP2 
リ リースで使用できないこ とがわかり ます。

表 2.  テンプレート定義の互換性

バージョ

ン

 互換性

2.1 SP2 7.0 GA 7.0 SP1 7.0 SP2 7.0 SP4 7.0 SP5

2.1 SP2 あ り あ り あ り あ り あ り あ り

7.0 GA なし あ り あ り あ り あ り あ り

7.0 SP1 なし あ り あ り あ り あ り あ り

7.0 SP2 なし なし * なし * あ り あ り あ り

7.0 SP4 なし なし * なし * あ り あ り あ り

* 7.0 GA および 7.0 SP1 のバグが原因です。
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この問題は、 CR084741 に報告されています。 

「B2B Console へのインポート」 への更新

『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「B2B Console へのインポート 」 にある図 4-4
「B2B の [ インポート ] タブ」
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/b2badmin/impexp.htm) の下に、 次の記
述があ り ます。

警告 : [データベースの初期化 ] オプシ ョ ンを選択する と、 その後リポジ ト
リ  データをインポートする際に、 既存のデータは破棄されます。 [デー
タベースの初期化 ] オプシ ョ ンの選択は慎重に行う必要があ り ます。

この警告を次のよ うに変更します。

警告 : [データベースの初期化 ] オプシ ョ ンを選択する と、 その後リポジ ト
リ  データをインポートする際に、 既存のデータは破棄されます。 そのた
め、 インポートする  config ファ イルには必要なすべての情報が入って
いる必要があ り ます。 config ファ イルに未解決の参照がないよ うにし
て ください。 [データベースの初期化 ] オプシ ョ ンの選択は慎重に行う
必要があ り ます。

さ らに、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 の 「B2B Console へのインポート 」 にあ
る 「ステップ 11. [ ビジネス接続インポー ト  ファ イル ] に対して [Yes] または 
[No] を選択します」
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/b2badmin/impexp.htm) に、 次の注意を
追加して ください。

注意 : ビジネス接続 ト レーディ ング  パートナをインポートする場合、 [データ
ベースの初期化 ] ラジオ ボタンを  [No] に設定する必要があ り ます。

この問題は、 CR089818 に報告されています。

7.0 SP5 なし なし * なし * あ り あ り あ り

* 7.0 GA および 7.0 SP1 のバグが原因です。
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「カスタム例外ハンドラの使い方」 への追加

『WebLogic Integration BPM ユーザーズ ガイ ド』 の 「カスタム例外ハンド ラの使
い方」 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/bpmtutor/ch6.htm) で、 箇条書き
リ ス トの下に次の注意を追加して ください。

注意 : カスタム ExceptionHandler から例外が発生した場合、 ワークフロー終了
時にシステム ExceptionHandler が呼び出されます。

この問題は、 CR089006 に報告されています。

configDomain ドキュメン トの場所

configDomain.cmd は BEA WegLogic Integration のドキュ メ ン トに記載されてい
ません。 ドキュ メ ン トは、次の URL にある  BEA dev2dev Web サイ ト からダウン
ロードできます。

http://dev2dev.bea.com/codelibrary/code/appview_control.jsp

コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードで WebLogic Platform または WebLogic 
Workshop 以外のテンプレート を使用して作成されたド メ インの場合、WebLogic 
Integration は configDomain とい う名前のスク リプ ト を提供します。 このスク リ
プ トによって、 ド メ インで WebLogic Integration の Application Integration コン
ポーネン ト をホス ト し、 Application Integration がド メ イン内の適切なデータベー
スを使用するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

この問題は、 CR090681 に報告されています。

テンプレート定義情報に関する訂正

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 で、 「ワークフロー テンプレー
トの定義」 の節にある 「テンプレー ト定義に関する作業」 の第 4 段落に対して、
次の訂正が必要です。 URL は次のとおりです。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/studio/ch5.htm
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ドキュ メ ン トの追加、 変更、 および訂正
一方、 複数のアクテ ィブなテンプレー ト定義を持つこ とは可能ですが、 実際に実
行時にインスタンス化されるのは 1 つのテンプレート定義のみです。 アクテ ィブ
なテンプレート定義は、 次の範囲にあるアクテ ィブなテンプレー ト定義を検索し
て決定されます。

effective_date_time <= current_query_date_time <= 
expiry_date_time

テンプレー ト定義は有効日時の降順に検索されます。 最新の有効日時 ( クエ リの
日時に最も近い日時 ) を持つテンプレート定義がインスタンス化されます。 クエ
リの基準は最終更新日時ではあ り ません。 通常、 有効日時を既存のテンプレート
定義の日時よ り前の日時に変更しない限り、 最後に作成したテンプレー ト定義が
インスタンス化されます。 

この問題は、 CR085261 に報告されています。

プラグインのデプロイ手順に関する補足

以下は、 新しい BPM プラグインをデプロイする と きに必要な手順に関する補足
です。次の URL にある 『WebLogic Integration BPM プラグイン プログラ ミ ング 
ガイ ド』 の 「プラグインのデプロイ メン ト 」 に、 以下の記述を追加して くださ
い。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/devplug/deploy.htm

プラグインのデプロイは config.xml ファ イルを編集するこ とによって完了しま
すが、 application.xml ファ イルにエン ト リ を追加するこ と も必要です。

新しいプラグインをデプロイするには、 以下の手順を実行します。

1. <new-plugin-ejb.jar> ファ イルを次のディ レク ト リにコピーします。

BEA_HOME\weblogic700\integration\lib

この BEA_HOME は、 WebLogic Platform ホームです。

2. ド メ イン  ディ レク ト リにある  config.xml ファ イルを編集します。
Application Deployed="true" Name="WLI" タグの下に以下を入力して く
ださい。

<EJBComponent Name="New Plug-in" Targets="myserver"
URI="New-plugin-ejb.jar"/>
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3. BEA_HOME\weblogic700\integration\lib\META-INF の application.xml 
ファ イルを編集します。 Plug-ins タグの下に、 以下のとおりに入力して く
ださい。

<!--Plugins-->

  <module>
    <ejb>New-plugin-ejb.jar</ejb>
  </module>

4. サーバを再起動します。 新しいプラグインが Studio に表示されます。

この問題は、 CR095879 に報告されています。

「weblogic.Admin コマンドライン ユーティ リティ
を使用する方法」 に対する変更

次の URL にある 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の
「weblogic.Admin コマンド ラ イン ユーティ リ テ ィ を使用する方法」 で、

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/deploy/highav.htm

コマンド ラ インが次の太字のよ うに変更されました。

java weblogic.Admin [-url t3://hostname:port]
[-username username]
[-password password]
. . .

さ らに、 次の注意を追加して ください。

注意 : HTTP プロ ト コルを使用するには、 管理サーバで HTTP ト ンネ リ ングを
オンにする必要があ り ます。 詳細については、 『WebLogic Server 管理者
ガイ ド』 の 「HTTP ト ンネ リ ングのための WebLogic Server の設定」
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/adminguide/web_server.html) 
を参照して ください。

この問題は、 CR093487 に報告されています。
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ドキュ メ ン トの追加、 変更、 および訂正
「Web サーバおよび WebLogic プロキシ プラグイ
ンでの WebLogic Integration のコンフ ィグレー
ション」 に関する訂正

『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「Web サーバおよび WebLogic プロキ
シ プラグインでの WebLogic Integration のコンフ ィ グレーシ ョ ン」
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/b2bsecur/config.htm) で、注意の第 1 段
落を次のよ うに変更します。

ファ イアウォールの内側にある  WebLogic Integration の URI エンドポイン トは、
ファ イアウォールの外側にある  WebLogic Integration の URI エンドポイン ト と正
確に一致する必要があ り ます。 ファ イアウォールの外側にある  WebLogic 
Integration は HTTPS を指定するため、 ファ イアウォールの内側にあるサーバの 
URI エンドポイン ト も、 HTTPS を指定する必要があ り ます。 ただし、 ファ イア
ウォールの内側にあるプロキシ  サーバと  WebLogic Integration 間の通信は HTTP 
です。 URI エンドポイン ト の詳細については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/b2bsecur/config.htm にある 「セキュア
な転送方式のコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。 

「クラスタ対応リソース」 に対する変更

『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「ク ラスタ対応 リ

ソース」 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/deploy/cluster.htm) で、表 2-1 
にある次の注意を変更します (3 行目 [B2B Single node]の 3 列目 [WLI-B2B 
Startup])。

注意 : 管理サーバおよびク ラスタ化管理対象サーバにデプロイ されます。

変更後の注意は次のとおりです。

注意 : b2b-startup.jar は WebLogic Integration 7.0 のク ラスタ対応サービ
スであ り、 ク ラスタを対象にできます。 ク ラスタの設計に応じて、
b2b-startup.jar は管理サーバと管理対象サーバにデプロイする必
要があるか、 ク ラスタを対象にするだけでかまいません。 管理サーバ
がク ラスタに属している場合、 b2b-startup.jar の対象をク ラスタ
にします。 ただし、 管理サーバがク ラスタに属していない場合は、
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b2b-startup.jar の対象を管理サーバおよび管理対象サーバにしま
す。

「メール セッシ ョンの設定」 への追加

『Data Integration プラグイン ユーザーズ ガイ ド』 の 「ステップ 2. メール セッ
シ ョ ンの設定」 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/diplugin/wlpisamp.htm) 
に、 次の注意を追加します。

注意 : WebLogic Server コンソールでメール セッシ ョ ンを設定した場合、
メール セッシ ョ ンがサーバで完全に再開始されるためには、 サーバ
を再起動する必要があ り ます。

この問題は、 CR89616 に報告されています。

「リポジト リに XML エンティティをインポートす
る」 への追加

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「 リポジ ト リに XML エン
ティテ ィをインポートする」
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/studio/ch4.htm) で、 次の太字の部分を
ステップ 2 に追加します。

[名前 ] フ ィールドに、 追加するエンティテ ィに固有な名前を拡張子 .xsl を
付けて入力します。

この問題は、 CR092339 に報告されています。

「バイナリから XML への変換」 に関する変更

『WebLogic Integration データ変換』 の 「バイナ リから  XML へ」
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/diuser/runtime.htm) で、 リ ス ト  6-1 の 
17 行目は次のよ うになっています。

String xml = wlxt.getXMLText(doc, 0, 2);
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これを次のよ うに変更します。

String encoding =
  wlxt.extractEncodingFromXMLSource(mflDocumentName);
    String xmlText = wlxt.stringDOM(doc, 0, 2, encoding);

この問題は、 CR092574 に報告されています。

「システム パスワードの更新」 に関する補足

『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「システム  パス
ワードの更新」 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/config/custom.htm) で、
ステップ 2 は次のよ うになっています。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーから  [ユーザ ] を選択して [ ユーザ ] ページを開きま
す。

これを次のよ うに変更します。

ナビゲーシ ョ ン ツ リーの [以前のセキュ リ テ ィ ] ノードから  [ ユーザ ] を選
択して [ ユーザ ] ページを開きます。

この問題は、 CR090973 に報告されています。

「ビジネス カレンダーの管理」 への追加

『WebLogic Integration Studio ユーザーズ ガイ ド』 の 「ビジネス カレンダーの管
理」 (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/studio/ch3.htm) に、 次の注意を追
加します。

注意 : 時限ノードを使用する場合、 BUS_HOURS および BUS_DAYS を時間計算に
使用する場合にのみ、 ビジネス  カレンダーを使用します。 他の時間間隔
を使用する と、 デフォル ト のカレンダーが使用されます。

この問題は、 CR120058 に報告されています。
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インストール

この節では、WebLogic Integration 7.0 SP5 のインス トールと移行について説明し
ます。 この節の内容は次のとおりです。

� 完全インス トール

� アップグレード  インス トール

� 移行

完全インストール

WebLogic Integration 7.0 SP5 は標準の BEA WebLogic Platform インス トーラを使
用しています。 WebLogic Integration 7.0 SP5 では完全インス トールの手順に対す
る変更はあ り ません。

アップグレード  インストール

既存の WebLogic Integration のインス トールを次のよ うに更新するアップグレー
ド  インス トーラが用意されています。

� WebLogic Integration 7.0 から  WebLogic Integration 7.0 SP5 へ

� WebLogic Integration 7.0 SP1 から  WebLogic Integration 7.0 SP5 へ

� WebLogic Integration 7.0 SP2 から  WebLogic Integration 7.0 SP5 へ

� WebLogic Integration 7.0 SP4 から  WebLogic Integration 7.0 SP5 へ

WebLogic Integration 7.0 SP5 は、 ユーザによる変更が可能なファ イルをバッ ク
アップしてから既存のインス トールの上にインス トールする、 標準の BEA アッ
プグレード  インス トーラを使用しています。 サービス  パッ クのアップグレード
を実行する手順については、次の URL にある 「WebLogic Platform のインス トー
ル」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/index.
html
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移行
WebLogic Integration 7.0、 7.0 SP1、 または 7.0 SP4 から  WebLogic Integration 7.0 
SP5 に既存のデータベースを移行する場合、 File Plug-in 用の BPM データベース
を更新する必要があ り ます。 詳細については、 次の URL にある 『File Plug-in 
ユーザーズ ガイ ド』 の 「BPM データベース  テーブルの更新」 を参照して くださ
い。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/fileplug/fileplua.h
tm

RDBMS アダプタ

RDBMS アダプタは、 以前は dev2dev Web サイ ト からダウンロードできました
が、 現在は WebLogic Integration 7.0 SP5 に付属しています。 アダプタの ear ファ
イルは <INTEGRATION_HOME>/adapters/rdbms/lib に格納されています。 アダ
プタ  データベース  スク リプ トは 
<INTEGRATION_HOME>/adapters/rdbms/scripts にあ り ます。

移行

次の移行パスがあ り ます。

� コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを使用して作成したド メ インの移行

� WebLogic Integration 7.0 SP2 以前のバージ ョ ンからの移行

コンフ ィグレーション ウィザードを使用して作成
したド メインの移行

WebLogic Integration 7.0 のコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用して作成さ
れた既存のド メ インを移行する場合は、 次の URL にある 『WebLogic Platform 
7.0 Service Pack 5 リ リース ノー ト 』 の 「コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使
用して作成されたド メ インを移行する」 を参照して ください。
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http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/relnotes/relno
tes.html

WebLogic Integration 7.0 SP2 以前のバージョン
からの移行

以下の内容は、 WebLogic Integration 7.0、 WebLogic Integration 7.0 SP1、 または 
WebLogic Integration 7.0 SP2 から  WebLogic Integration 7.0 SP5 に移行する場合を
対象と しています。

JSP Worklist へ移行するには、 次の URL にある 『WebLogic Integration JSP 
Worklist ユーザーズ ガイ ド』 の 「JSP Worklist への移行」 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/jspwlist/ch5.htm

以下の内容は、WebLogic Integration 7.0 または WebLogic Integration 7.0 SP1 から  
WebLogic Integration 7.0 SP5 に移行する場合を対象と しています。

 File Plug-in へ移行するには、 次の URL にある 『File Plug-in ユーザーズ ガイ ド』
の 「移行したド メ インのための File Plug-in のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照し
て ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wli/docs70/fileplug/fileplua.h
tm

wlicommon.jar から削除された XT 実行時クラス

WebLogic Integration 7.0 SP2 では、XT 実行時ク ラスが wlicommon.jar から削除
されました。 wlicommon.jar 内のク ラスを必要とする ク ライアン トには、
wlxtrt.jar のク ラスを使用する必要があ り ます。 この変更は、 特定の EJB イン
タフェースをサーバ ク ラスパスから削除するために必要でした。 

特別な状況では、 これによってワークフロー実行が NoClassDefFound エラーで
失敗するこ とがあ り ます。 これは、 ワークフローで、 標準の Java ク ラス  ビジネ
ス  オペレーシ ョ ンを使用して XT アクシ ョ ンを実行する場合に発生します。その
よ う な場合、 wlxtrt.jar を含むよ うに WebLogic Integration サーバのク ラスパ
スを変更する必要があ り ます。
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RosettaNet スキーマの変更点

WebLogic Integration では、WebLogic Integration 7.0 SP2 以降、最新の RNIF 2.0 
仕様を使用しています。WebLogic Integration 7.0 SP1 以前のものを使用している
場合は、 既存のド メ インに使用する次の RosettaNet スキーマを更新する必要が
あ り ます。

RN2GlobalBusinessSignalCode.xsd

このスキーマを更新するには、 このバージ ョ ンの WebLogic Integration で リ リー
スされたスキーマを既存ド メ インにコピーします。
RN2GlobalBusinessSignalCode スキーマは次のディ レク ト リにあ り ます。

BEA_HOME\weblogic700\integration\lib\xmlschema\rosettanet

この BEA_HOME は、 WebLogic Platform ホームです。

WebLogic Integration での Oracle XA の使
用

この節では、 Oracle XA データベースを使用するよ うに  WebLogic Integration を
コンフ ィグレーシ ョ ンする方法を説明します。 サポート対象データベース  タイ
プについては、 次の URL にある 「サポー ト対象プラ ッ ト フォーム」 を参照して
ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/support/index.
html

XA に変更が必要

XA を使用するよ うにド メ インを設定するには、 次の手順を実行します。

� 手順 1 : サーバ起動スク リプ トの編集

� 手順 2 : Setenv スク リプ ト の編集

� 手順 3 : データベース  サーバ上での XA の有効化
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� 手順 4 : データベース  スク リプ ト の編集

� 手順 5 : config.xml の編集

� 手順 6 : fileRealm.properties の編集

手順 1 : サーバ起動スクリプトの編集

XA を  WebLogic Integration に対して有効にする必要があ り ます。 XA を使用す
るすべてのド メ インの startWeblogic および startManagedWeblogic スク リプ
ト に、 次のオプシ ョ ンを追加します。

-Dbea.eci.repository.useXa=true

手順 2 : Setenv スクリプトの編集

正しいド ラ イバ バージ ョ ンを使用するよ うに環境を設定する必要があ り ます。
Oracle ク ラ イアン ト 、 ド ラ イバ、 およびサーバの互換性について不確かな場合
は、 45 ページの 「Oracle ク ラ イアン ト 、 ド ラ イバ、 サーバのバージ ョ ンの互換
性 (非 XA および XA)」 を参照して ください。 

使用する ド ライバのタイプ (Oracle Thin ド ラ イバまたは WebLogic jDriver) に応
じて、 setenv スク リプ ト を編集します。 jDriver は Microsoft SQLServer でのみ
サポート されます。

Oracle Thin ド ライバ (非 xa および XA)

次のよ うに、 使用する  Oracle ク ラ イアン トのバージ ョ ンに応じて、 該当する
ディ レク ト リの classes12.zip を  WL_HOME\server\lib にコピーします。

WL_HOME\server\ext\jdbc\oracle\817
WL_HOME\server\ext\jdbc\oracle\901
WL_HOME\server\ext\jdbc\oracle\920

WebLogic jDriver (非 xa および XA)

setenv スク リプ ト  (BEA_HOME\weblogic700\integration\setenv) を編集し、
正しいド ラ イバ バージ ョ ン (oci817_8、 oci901_8、 または oci920_8) を指定し
ます。 oci ディ レク ト リの正しいバージ ョ ンを指定した後、 setenv スク リプ ト
は PATH (Windows システム ) または LIBRARY_PATH (Windows システム以外 ) を
設定して、 以下のいずれかのディ レ ク ト リの下にある正しい oci ディ レク ト リ
を指定します。
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� Windows

WL_HOME/bin/oci817_8
WL_HOME/bin/oci901_8
WL_HOME/bin/oci920_8

� Solaris

WL_HOME/lib/solaris/oci817_8
WL_HOME/lib/solaris/oci901_8
WL_HOME/lib/solaris/oci920_8

注意 : WebLogic Integration に付属の setenv スク リプ ト を使用しない場合は、
正しい oci ディ レク ト リ を指す以下のパス指定を手動で設定します。

Windows

set 
PATH=%WL_HOME%\server\bin\oci_driver_version;%ORACLE_HOME%\b
in;%PATH%

Solaris

$ export LD_LIBRARY_PATH=
$WL_HOME/server/lib/solaris/oci_driver_version:
$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH

Oracle クライアン ト 、 ド ライバ、 サーバのバージ ョ ンの互換性 (
非 XA および XA)

この節では、 Oracle ク ラ イアン ト、 ド ラ イバ、 およびサーバ間の互換性に関する
考慮事項について説明します。

Oracle Thin ドライバ

� WebLogic Server と  WebLogic Integration を実行するマシンに Oracle ク
ラ イアン ト をインス トールする必要はあ り ません。 Oracle ク ラ イアン ト
を同じマシンにインス トールした場合、 Oracle ク ラ イアン ト のバージ ョ
ンは無視されます。

� WebLogic Server 7.0 SP5 では、 Oracle 用のデフォル トの type 4 ド ラ イ
バは 10g です。 このド ラ イバには、 マルチバイ ト文字の問題に対処する  
Oracle のパッチが含まれています。 このファ イルは 
WL_HOME/server/lib/classes12.zip にあ り ます。

Weblogic jDriver
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WebLogic Server と  WebLogic Integration を実行するマシンに Oracle ク ラ イアン
ト をインス トールする必要があ り ます。

手順 3 : データベース サーバ上での XA の有効化

データベース サーバ上で XA が有効化されているこ とを確認するには、 システ
ム ユーザと して sqlplus にログオンし、 DBA_PENDING_TRANSACTIONS の選択権
を  public に付与します。

Oracle 8.1.7 データベース  サーバ

>sqlplus sys/sys_password@TNSNAME
SQL> grant select on DBA_PENDING_TRANSACTIONS to public; 

Oracle 9i データベース サーバ

$sqlplus /nolog
SQL> connect sys/sys_password@TNSNAME as sysdba
SQL> grant select on DBA_PENDING_TRANSACTIONS to public;

手順 4 : データベース スクリプトの編集

wliconfig (switchdb) スク リプ トは XA データベースでは使用できません。 使
用する  JDBC 非 XA ド ラ イバに応じて、 その非 XA ド ラ イバを指定するよ うに 
DB_URL と  DB_DRIVER を設定します。 config.xml ファ イルで XA に関係した変
更を行う前に、 正しい JDBC ド ラ イバ情報を指定した  wliconfig (switchdb) ス
ク リプ ト を実行します。

Oracle Thin ド ライバ

DB_URL=jdbc:oracle:thin:@(description=(address=(host=
<ORACLE_HOST>)(protocol=tcp)(port=<ORACLE_PORT>))
(connect_data=(sid=<ORACLE_SID>)))

DB_DRIVER=oracle.jdbc.driver.OracleDriver

WebLogic jDriver

WebLogic jDriver の場合、 DB_URL 定義内にサーバ プロパティ を設定します。
bulkloader を正し く機能させるには、 この形式の定義を使用する必要があ り ま
す。
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DB_URL=jdbc:weblogic:oracle:(description=(address=
(host=<ORACLE_HOST>)(protocol=tcp)(port=<ORACLE_PORT>))
(connect_data=(sid=<ORACLE_SID>))) 

DB_DRIVER=weblogic.jdbc.oci.Driver

手順 5 : config.xml の編集

正しいド ライバ情報を指定して  wliconfig (switchdb) スク リプ ト を実行した
後、 以下の手順に従って config.xml ファ イルを変更します。 使用する ド メ イン
に応じて、 XA に追加する必要のある  JDBC 接続プールが少な くなる場合があ り
ます。 たとえば、 BPM ド メ インに必要な JDBC 接続プールは 2 つですが、 WLI 
ド メ インには 3 つのプールが必要です。

注意 : config.xml は、 必ずバッ クアップを作成してから変更して ください。

1. 既存の非 XA wliPool を選択し、 名前を jmsPool に変更して、 jmsPool を作
成します。

JMS で非 XA プールが使用される理由については、
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/faq/jms.html を参照
して ください。

2. BPM 用の新しい XA プール (wliPool) の追加

a. jmsPool から  JDBCConnectionPool 要素全体をコピーし、 config.xml 
ファ イルに貼り付けます。

b. DriverName プロパティ を 
oracle.jdbc.xa.client.OracleXADataSource (XA Oracle Thin ド ラ イ
バ ) または weblogic.jdbc.oci.xa.XADataSource (XA WebLogic 
jDriver) に変更します。

c. Name プロパティ を  wliPool に変更します。

3. B2B 用の新しい XA プール (wliPool2) の追加

a. wliPool から  JDBCConnectionPool 要素全体をコピーし、 config.xml 
ファ イルに貼り付けます。

b. Name プロパティ を  wliPool2 に変更します。

次のサンプルは、 3 つの JDBC 接続プールそれぞれ (JMS、 BPM、 および 
B2B) の jDriver ド ラ イバ エン ト リ を示しています。
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<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2" 
DriverName="oracle.jdbc.driver.OracleDriver" 
InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36" 
Name="jmsPool" Properties="user=scott;password=tiger" 
RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15" 
ShrinkingEnabled="true" Targets="mycluster" 
URL="jdbc:oracle:thin:@(description=(address=(host=quandary) 
(protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=(sid=quadary9i)))"/>

       または

<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2"
 DriverName="weblogic.jdbc.oci.Driver"
 InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36"
 Name="jmsPool"
 Properties="user=scott;password=tiger;server=quandary9i"
 RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
 ShrinkingEnabled="true"
 Targets="mycluster"
 URL="jdbc:weblogic:oracle"/>

非 XA WebLogic jDriver に対して両方の形式の URL 定義を使用できます。2 番目
の形式を使用する場合は、 wliconfig (switchdb) スク リプ ト を実行した後、
サーバ プロパティ を手動で Properties に追加する必要があ り ます。

以前のバージ ョ ンからアップグレードする場合、 独自に定義した 
JDBCConnectionPool がある と きは、 XA ド ラ イバを使用するすべての 
JDBCConnectionPool ノードに次の属性を追加する必要があ り ます。

XAPreparedStatementCacheSize="0" 

注意 : WebLogic jDriver XA ド ラ イバに URL は必要あ り ません。 server プ
ロパテ ィ を  Properties に追加する必要があ り ます。

次のサンプルは、 3 つの JDBC 接続プールそれぞれ (JMS、 BPM、 および 
B2B) の Oracle Thin ド ラ イバ エン ト リ を示しています。

<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2"
 DriverName="weblogic.jdbc.oci.Driver" 
 InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36" 
 Name="jmsPool" Properties="user=scott;password=tiger" 
 RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
 ShrinkingEnabled="true"
 Targets="mycluster" 
 URL="jdbc:oracle:thin:@(description=(address=(host=quandary)
 (protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=(sid=quadary9i)))"/>

<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2"
 DriverName="oracle.jdbc.xa.client.OracleXADataSource" 
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 InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36" 
 Name="wliPool" Properties="user=scott;password=tiger" 
 RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
 ShrinkingEnabled="true" Targets="mycluster"
 URL="jdbc:oracle:thin:@(description=(address=(host=quandary)
 (protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=(sid=quadary9i)))"
 XAPreparedStatementCacheSize="0"/>

<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2"
 DriverName="oracle.jdbc.xa.client.OracleXADataSource" 
 InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36" 
 Name="wliPool2" Properties="user=scott;password=tiger" 
 RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
 ShrinkingEnabled="true"
 Targets="mycluster" 
 URL="jdbc:oracle:thin:@(description=(address=(host=quandary)
 (protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=(sid=quadary9i))) 
 XAPreparedStatementCacheSize="0""/>

4. WLCHub.DS の JDBCTxDataSource を、 wliPool2 を使用するよ うに変更しま
す。

<JDBCTxDataSource EnableTwoPhaseCommit="true" 
 JNDIName="WLCHub.DS" Name="WLCHub.DS" 
 PoolName="wliPool2" Targets="myserver"/>

JDBCTxDataSource プロパテ ィは指定されたまま と し、 JNDI 名を 
com.bea.wlpi.TXDataSource、 プール名を  wliPool にします。

<JDBCTxDataSource EnableTwoPhaseCommit="true"
 JNDIName="com.bea.wlpi.TXDataSource"
 Name="TXDataSource" PoolName="wliPool" Targets="myserver"/>

5. すべての JMSJDBCStore プロパティ を、接続プールと して wliPool ではな く  
jmsPool を使用するよ うに変更します。

<JMSJDBCStore Name="JMSWLIStore" ConnectionPool="jmsPool" 
 PrefixName="SPOKE___user1"/>

6. JDBCDataSource については、 JNDI 名を WLAI_DataSource のままにします
が、 プール名を  jmsPool に変更します。

<JDBCDataSource JNDIName="WLAI_DataSource"
 Name="WLAI_DataSource" 
 PoolName="jmsPool" Targets="myserver"/>

7. <domain>/wlai にある  wlai.properties ファ イルに以下の行を追加しま
す。

wlai.repositoryDatasourceName=com.bea.wlpi.TXDataSource
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手順 6 : fileRealm.properties の編集

ド メ イン ディ レク ト リにある  fileRealm.properties ファ イルで、 新しい 
JDBC 接続プールに ACL プロパティ を追加します。 新しいプールごとに次の 
ACL プロパテ ィを追加する必要があ り ます。

acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool
acl.reserve.weblogic.jdbc.connectionPool
acl.shrink.weblogic.jdbc.connectionPool

たとえば、 jmsPool および wliPool2 (既存の wliPool があるこ とに注意 ) のプ
ロパテ ィを追加するには、 次の ACL を追加します。

acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool.wliPool2=wlcSamplesUser,
wlisystem,admin 

acl.reset.weblogic.jdbc.connectionPool.jmsPool=wlcSamplesUser,
wlisystem,admin 

acl.reserve.weblogic.jdbc.connectionPool.wliPool2=wlisystem,
everyone

acl.reserve.weblogic.jdbc.connectionPool.jmsPool=wlisystem,
everyone

acl.shrink.weblogic.jdbc.connectionPool.wliPool2=
wlcSamplesUser,wlisystem,admin

acl.shrink.weblogic.jdbc.connectionPool.jmsPool=wlcSamplesUser,
wlisystem,admin

考慮事項と制限事項

XA データベースを使用するよ うに config.xml を編集した後に、 wliconfig 
(switchdb) スク リプ ト を実行しないでください。 switchdb スク リプ ト を実行す
る と、 一部のプロパティがデフォル トの非 XA 値で上書きされます。 サーバを起
動する前に、 XA 情報が正しいか config.xml をチェ ッ ク して ください。

XA を使用するサンプルを既存の RunSamples ス ク リプ ト で実行するには、 次の
よ うにします。

1. 既存の RunSamples スク リプ ト  (非 XA 値 ) を実行します。

2. 44 ページの 「手順 2 : Setenv スク リプ トの編集」 から手順 6 : 
fileRealm.properties の編集にある説明に従って変更を行います。
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3. SAMPLES_HOME/integration/samples/lib/RunSamples.xml を次のよ うに
編集し、 RunSamples スク リプ ト を実行したと きに switchdb スク リプ ト が
起動されないよ うにします。

<target name="SwitchDB"
    description="Switch database">
    <echo message="SKIPPING SWITCHDB!!!!!!"/>
</target>

4. RunSamples スク リプ ト を実行します。

XA 回復処理の設定

XA 回復処理が正常に機能するよ うに、 次の手順を実行します。

1. sysdba でログインし、 以下の dba テーブルにパーミ ッシ ョ ンを付与します。

SQL> grant all on dba_2pc_pending to public;
SQL> grant all on dba_pending_transactions to public;
SQL> grant all on dba_2pc_neighbors to public;

2. dba_2pc_pend テーブルが空であるこ と を確認します。 ト ランザクシ ョ ンが
存在する場合は、 『Oracle システム管理ガイ ド』 に従って削除します。

3. 各サーバの実行スレッ ド  カウン ト を増やし、 XA ド ラ イバの最大 JDBC 接続
プールの設定と同じ値にします。

4. Solaris の jDriver XA では、 JVM ク ラ ッシュを避けるために、 XA 接続プー
ルに対して次のプロパティ を使用し、 すべての JDBC 接続プールに 
TestConnectionsOnReserve="true" TestTableName="dual" を追加しま
す。 次に例を示します。

<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2"
 DriverName="weblogic.jdbc.oci.Driver"
 InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36"
 Name="jmsPool"
 Properties="user=scott;password=tiger"
 RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
 ShrinkingEnabled="true"
 Targets="WLI_CLUSTER"
 TestConnectionsOnReserve="true"  TestTableName="dual"
 URL="jdbc:weblogic:oracle:(description=(address=(host=quadary)
 (protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=sid=quadary9i)))"/>
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<JDBCConnectionPool CapacityIncrement="2"
 DriverName="weblogic.jdbc.oci.xa.XADataSource"
 InitialCapacity="8" LoginDelaySeconds="1" MaxCapacity="36"
 Name="wliPool"
 Properties="oracleXATrace=false;user=scott;
 openString=Oracle_XA+Acc=P
 /scott/tiger+SesTm=43200+DB=quandary9i+Threads=true
 +Sqlnet=quandary9i+LogDir=.
 +DbgFl=0x0;password=stiger;dataSourceName=TXDataSource;
 ocixaDebugLevel=;server=quandary9i"
 RefreshMinutes="0" ShrinkPeriodMinutes="15"
 ShrinkingEnabled="true" Targets="WLI_CLUSTER"
 TestConnectionsOnReserve="true" TestTableName="dual"/>

5. Oracle Thin/XA Driver 9.2.0 を  Oracle 9.2.0 のデータベース と ト ランザクシ ョ
ンで使用して問題が発生した場合は、 次の URL にある 『WebLogic Server 
7.0 リ リース  ノー ト 』 で 「jDriver に関する確認済みの問題」 の CR094209 を
参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/notes/issues.html
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